
 
 

平成 26 年 1 月 22 日 

各  位 

会 社 名 株式会社リアルビジョン   

代 表 者 名 代表取締役社長 池畑 勝治 

（コード番号 6786 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 斉藤 順市 

（TEL：０４５－４７３－７３３１） 

 

中期経営戦略策定に関するお知らせ 
 

当社は、このたび、平成 27 年度を初年度とした 3 ヶ年の中期経営戦略を策定いたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1． 中期経営戦略の概要 

当社グループは、平成 24 年 11 月に株式会社ソアーシステム、平成 25 年 12 月に株式

会社上武をそれぞれ子会社化し、グラフィックス関連事業、システム開発ソリューショ

ン事業、ビジネスソリューション事業（人材と IT サポートによる業務支援）を主業と

して事業展開をしております。グループ企業におけるシナジー効果を最大限に活用する

ことで、安定した収益確保に向けた体制強化を図り、早期黒字化に向けその実現を目指

します。 

 

2． 中期経営戦略の概要 

（1） 計画の名称 

リアルビジョン Strategy2015-2017 

 

（2） 計画の期間 

平成 27 年 3 月期～平成 29 年 3 月期 

 

（3） グループ体制の強化 

当社グループにおける連携を更に強化することで、業務の標準化及び効率化を

図ってまいります。 



（4） 目指す姿 

既存事業の拡販と事業精度の向上、継続的な利益創出ができる強固なグループ

運営を指向します。 

 

（5） 経営戦略 

① 新たな収益基盤確保に向けたグループの特性を活かした戦略 

・リアルビジョン 

FVT-air シリーズ（医用画像参照用モニタ）において、国立がんセンター、

国立大学病院への採用実績と高品質の製品提供による未開拓地域に対する

新規顧客の獲得を目指します。 
また、システム開発事業において、グループ内の人材を最大限活用するこ

とで受注に対する機会損失を回避し、積極的な開発案件の受注に取り組み

ます。 
 
・ソアーシステム 

IT システム開発実績による新たなシステムアプリケーションの提案、業務

システムの開発による新規開拓に努めます。 
 

・上武 

NTT グループ各社への人材派遣における実績を背景にした新たな人材派遣

先の開拓を進めます。 

 

② M&A 戦略 

・新たな事業領域においては、収益性、成長性を見据え積極的な展開を指向し 

ます。 

   ・既存事業とのシナジー効果を重視して検討いたします。 

 

③ 当社グループの既存事業における中期展望 

・当社グループにおける新たな事業領域の開拓、次なる基幹事業の確立を目指 

します。 

・当社独自の付加価値の追求を行います。 

・差別化された競争力の高い当社グループ製品、人材、サービスの提供を指向 

 します。 

 

（6） 数値目標 

中期経営戦略の実行により、平成 29年 3月期の連結売上高 25億円を目指します。 



＊当社におきましては、経営環境及び経営基盤の最適化を図ること、適材適所の 
人員配置により今後事業展開において不足する人員は速やかに確保すること、 
万全な営業体制を確保すること、これらが実現することを前提としてリアルビ 
ジョン単独収益イメージ売上高 5 億円程度を目標とします。 

 表示技術を活かしたソリューション展開 
 グループ内人材の活用によるシステム開発の積極的受注 
 FVT-air のバンドル展開（国内・海外） 
 FVT-air 病院売り（未開拓地域への展開） 
 
＊ソアーシステムにおきましては、新規案件に対する万全な体制を確保すること、 

新規顧客の開拓のため適材適所の人員配置を行い経営の効率化を図ること、こ 
れらが実現することを前提として単独収益イメージ売上高 8 億円程度を目標 
とします。 

 ソフトウェアとハードウェア技術の融合 
 エンドユーザーへのサービス提供 
 
＊上武におきましては、主業の人材派遣事業の拡大を図るため新規派遣先を開拓 
すること、既存取引先への顧客満足度を充実させ継続した受注につながる 
よう営業力の強化すること、ＩＴビジネスサポート事業につきましては顧客先 
情報の一元化を図り、精度の高いサービスを提供することで更なる受注 
の拡大を図ること、これらが実現することを前提として、上武の単独収益イメ 
ージ売上高 12 億円程度を目標とします。 

 広範なビジネスソリューションの提供 
 積極的な新規顧客開拓 
 ＩＴビジネスサポートの展開 
  

 

以上 



事業構造改革による持続的収益成長
平成27年3月期～平成29年3月期

平成26年1月

http://realvision.co.jp
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リアルビジョン中期経営戦略



01

中期経営戦略発表の趣旨・背景

上記を踏まえて、弊社の中期的な戦略的展開を明確化し、経営戦略を発表することとなった。
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弊社は、新たな経営体制の下、大胆な経営改革に取り組み、
事業基盤の再構築に努めてきた。

リーマンショック以降の経済危機を乗り越え、アベノミクス効果による本格的な回復も見
えてきた今、中長期の企業価値向上に向けた戦略的展開を始める好機と捉えている。

弊社は、リアルビジョン本体における表示技術、ソアーシステムにおけるソフトウェア・フ
ァームウェア開発技術、上武におけるビジネスソリューション提案能力と強固な顧客基盤
を3本の柱とし、持続的な収益成長を実現し、社会に新たな価値を提供していく体制を
目指している。

経営陣は、株主、顧客、取引先、従業員といったステークホルダーの利益の極大化と最適
配分を達成し、適切な戦略策定と日々の事業運営を行うことが自らの責務であると理解
している。

そのためには、限られた経営資源を最大限に有効活用し、事業活動を通じた企業価値の
増大が求められる。

同時に、株主をはじめとするステークホルダー各位に対して、経営陣の考え方、経営の在
り方を正しく伝えること（説明責任を果たすこと）の重要性も認識している。
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中期的に達成すべき目標
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事業環境、景気動向に左右されない強固な事業基盤を確立し、
持続的な価値創造を実現する。

戦略的目標

数値（収益）目標（連結ベース）
◎平成29年3月期業績目標
　連結売上高 25億円規模への成長を目指す。
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３本の柱で持続的成長を目指す
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画像・映像表示技術の優位性を活かし、圧倒的なコストパフ
ォーマンスを実現する製品群を提案していく。

[ リアルビジョン ]

[ ソアーシステム ]
ソフトウェア技術とハードウェア技術を融合したシステム
開発ソリューション事業で競争優位性を確立する。

[上武 ]
人的資源を有効活用し、ＮＴＴグループという強固な顧客
基盤に価値を提供する。
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シナジー効果の最大化
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表示技術の優位性
グループ本社機能の提供

[ リアルビジョン ]

ソフトウェアとハードウェアを
一体として扱う開発技術

グループの技術センター機能

[ ソアーシステム ]
ITソリューション／ビジネスソ

リューションの提供
NTTグループとの強固な関係

[ 上武 ]

シナジー効果
の最大化
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M&Aに対する考え方
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企業戦略を考える上で、M&Aは常に念頭に置くべき選択
肢の一つである。

弊社においても、既にソアーシステム、上武という成長戦
略の大きな柱となる2社をM&Aによってグループ化して
きたが、今後も同様の機会を積極的に求めていく姿勢に
変化はない。
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M&Aの対象となる企業像
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IT関連業界が中心だが、
周辺領域であれば検討対象となる。
◎今後の顧客基盤拡大、収益増大、コスト削減につながることが
　判断のポイントである。

既存事業（３つの柱）との間にシナジー効果が見込めること
が条件となる収益面、コスト面の双方について考慮する。
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リアルビジョン（単独事業）
グラフィックス関連事業
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グラフィックス関連事業
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医療分野（医用画像用モニタ）における事業機会は、大きな
可能性を秘めている。
◎汎用モニタで高精細画像を実現するFVTシリーズが
　中核的な製品となる。
◎高性能の４Ｋモニタ分野では、圧倒的なコスト競争力をアピールし、
　拡販に努める。

産業用グラフィックス分野も深化させていく。
◎デジタルサイネージに代表される、新しい用途を追求し、
　事業拡大のチャンスを伺う。
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コーポレート機能を担う
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リアルビジョン本体の重要な役割の一つは、
グループ全体の本社（コーポレート）機能を担うことである。
◎オペレーションの合理化、経営管理機能の集約化を図る。

経営資源配分を最適化し、企業価値向上を実現する。
◎ヒト・モノ・カネ・テクノロジーのグループ内共有化を推進し、
　効率的かつ効果的な経営体制の確立に努める。
◎営業基盤、技術基盤、人材基盤の共有化は、リスク低減と同時に
　収益機会の拡大の可能性を高めるものである。
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克服すべき課題と対策
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マーケティング・営業力の強化が急務である。
◎FVT製品シリーズの優位性を収益拡大につなげるためには、医療機
　関などの最終顧客に対する有効なアプローチを確保する必要がある。
◎現状の人員数では、拡販に限界があるため、
　必要に応じた人員採用も段階的に進める。
◎代理店や提携先などパートナー企業との連携を強化し、
　効率的なマーケティングを心がける。

従来の施策は、やや後手に回っている印象がある。
◎グループ経営のスピード感をさらに高めていく。
◎グループの経営資源を無駄なく活用し、シナジー効果を発揮していく。
◎システム開発において、グループ内の人材を最大限活用し
　柔軟な受注体制を整える。
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ソアーシステム
システム開発ソリューション事業
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システム開発ソリューション事業
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ソアーシステムの強みは、ソフトウェアとハードウェアを一
体化した開発を実現する技術的蓄積をもとに、
最新技術を駆使した最適提案ができる対応力にある。
◎当社の強みを積極的にアピールし、収益獲得につなげる視点が重要
　になる。

グループ全体の
技術センター的な役割を担うことも期待される。
◎リアルビジョンの製品開発に協力すると共に、
　上武のソフトウェア技術者の技能向上に貢献していく。
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経営上の課題と対策
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特定のメーカー／ ITベンダーの都合（需要動向）に
左右されない体制作りが課題となる。
◎グループ内はもちろん、グループ外の協力関係を強化するなど、
　収益源を複線化する
◎エンドユーザへのサービス提供も拡大していく。
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上武
ビジネスソリューション事業
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ITサポート／ビジネスサポート事業
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従来からのＮＴＴグループ向けITサポート／ビジネスサポ
ート事業をさらに強化していく。

新たな顧客開拓も同時に進める。

◎人員増強と速やかな配置に努める。
◎NTTグループ内でも未開拓の企業は多数ある。
◎取引実績がある先に対しては、サービスの向上を基本として人員増を 
　提案していく。

◎NTTグループ企業との取引実績によって裏付けられる高信頼性を
　アピールし、他の顧客基盤を拡大していく。
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事業拡大に向けた課題と対策
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ビジネスソリューション事業における成功の鍵（Key Factor 
for Su㏄ess）は、人材の量的拡大と質的向上を同時に進め
ることであるが、現状は人材獲得競争が激しいため、困難な
状況となっている。
◎人員増強と速やかな配置に努める。
◎NTTグループ内でも未開拓の企業は多数ある。
◎取引実績がある先に対しては、サービスの向上を基本として
　人員増を提案していく。
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戦略目標の達成に向けて
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平成29年3月期のあるべき姿
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グループ 3社の特徴を活かし、適切な役割分担の下、 景気変動
の波に左右されない収益基盤を確立する。

持続的成長を実現する。

リアルビジョン本体に間接部門をできる限り集約化し、 子会社 2
社は収益拡大、技術開発、人材育成に専念する。

プラットホームの共有化を進める。

上武におけるNTTグループという固定的顧客を深耕することに
加えて、リアルビジョン本体における医療機関向けチャネルを拡
充し、リスク分散と成長性を確保する。

顧客基盤の更なる強化・拡充を目指す。
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平成29年3月期業績のイメージ
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当社におきましては、経営環境及び経営基盤の最適化を図ること、適材適所の人員配置により今後事業展開において不足する人員は速やかに確
保すること、万全な営業体制を確保すること、これらが実現することを前提としてリアルビジョン単独収益イメージ売上高5億円程度を目標とします。

ソアーシステムにおきましては、新規案件に対する万全な体制を確保すること、新規顧客の開拓のため適材適所の人員配置を行い経営の
効率化を図ること、これらが実現することを前提として単独収益イメージ売上高8億円程度を目標とします。

上武におきましては、主業の人材派遣事業の拡大を図るため新規派遣先を開拓すること、既存取引先への顧客満足度を充実させ継続した
受注につながるよう営業力の強化すること、ITビジネスサポート事業につきましては顧客先情報の一元化を図り、精度の高いサービスを提
供することで更なる受注の拡大を図ること、これらが実現することを前提として、上武の単独収益イメージ売上高12億円程度を目標とします。

リアルビジョン単独の収益イメージ

ソアーシステムの収益イメージ

◎ソフトウェアとハードウェア技術の融合
◎エンドユーザーへのサービス提供

上武の収益イメージ

◎広範なビジネスソリューションの提供
◎積極的な新規顧客開拓
◎ITビジネスサポートの展開

◎表示技術を活かしたソリューション展開
◎グループ内人材の活用によるシステム開発の積極的受注
◎FVT-airのバンドル展開（国内・海外）
◎FVT-air病院売り（未開拓地域への展開）


